
 

令和８年度 豊橋市外国人市民会議 

〜外国人市民会議委員の役割と今後の活動について〜 
 

●日時  2026 年 9 月１3 日（日） 午前 10 時 00 分〜午前 11 時 40 分 

●場所  豊橋市役所 東館１２階 １２１会議室  

●概要  今回は、新しく２名の委員が加わったことから、改めて外国人市民会議委員の役割を確認

しながら、今後どのような活動をしていきたいかについて話し合いました。話し合いの中

では、子育て、教育、防災、コミュニティ形成、イベント等さまざまなトピックについて

意見が出ました。豊橋市には８１カ国の外国人市民が住んでいることから、コミュニティ

ごとに情報提供のアプローチ方法が違ったり、子育てをする世代によっても困りごとが

違ったりすることがわかりました。 

 

●参加者  ・豊橋市外国人市民会議委員（8 名） ・穂の国とよはし芸術劇場プラット（２名） 

・豊橋市社会福祉協議会（１名）   ・多文化共生・国際課（５名） 

 

 

  
時間 内容 

10:00 挨拶、自己紹介 

10:10 
外国人市民会議委員の役割と今後の活動について 

・意見交換 

11:15 情報提供 

11:40 終了 



●意見交換 

はじめに、今までの外国人市民会議で取り組んだ活動内容を振り返りました。 

 

 

 

 

 

 

豊橋市の外国人市民会議は、今年で１６年目を迎えます。委員には任期があるため、すべての会議に参

加された方は現在いませんが、過去には外国人防災リーダー養成講座の受講や、こども未来館ココニコ、

道の駅とよはしの見学、市の事業に対し外国人市民の視点から意見を出すなど、さまざまな活動に取り組

んできました。 

 これらを踏まえ、外国人市民会議委員の役割について再度確認し、これから新たに取り組んでみたい内

容について意見を出し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



話し合いの中では、外国人と日本人が共存できる社会を実現すること、そのためにはお互いの価値観の

すり合わせが重要だという意見があがりました。この意見を筆頭に、外国人市民会議委員からみた現在の

豊橋市について、いくつかの課題が見つかりました。例えば高齢化、教育、子育てに関する内容等です。 

次に、委員がこれから取り組んでみたいことについて意見を出し合いました。ここではコミュニティ形

成、防災、教育を中心に話し合いが進みました。コミュニティ形成のポイントとしては、国籍によって情

報提供方法が異なることや、コミュニティ形成のきっかけとなる出来事・場所の違いがわかりました。ま

た、災害情報を届ける際にも国籍別にアプローチするだけでなく、今後は国籍を超えた横のつながりをど

のように作っていくかも重要だと意見があがりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まとめ 

委員の皆さんは、身の回りで起こっている課題を共有するだけでなく、災害時の際など、国籍を超えた

関係づくりの重要性についても意見を出してくれました。一人ひとりが委員として、またコミュニティの

キーパーソンとして具体的にどのようなことができるか、全員でどのようなことができそうかを話し合

える貴重な時間となりました。 



今回の会議で出た意見やアイデアを参考に、委員のみなさんがより多くの場で活躍していただけるよ

う、今後も連携を図りながら事業を進めていきたいです。参加された委員のみなさん、貴重なご意見をあ

りがとうございました。 

 以上 


